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1 「エネルギー源を選ぶ人を増やすキャンペーンをする」
・誰が行うのか？
――適任は浮かばない。いるとしたら三四郎。
・効果はあるのか？
――アンケートを行うなど事前調査をして、エネルギー源について考えている人が少なければ行う、という段取りにすればよい。
・無理に自然エネルギーを選ばせることにならないか？
――押し付けない方法を選ぶという配慮は必要。
・エネルギー源は現状選べるのか？
――低負荷な技術を選べる社会背景が必要ではあるが、逆にエネルギー源に興味を持つ人を増やすことでそれに対する需要を上げるという方法も考えられる。
2 「学生会館の部屋にしきりを付ける」
・行うに際して何が障害？
――行おうとすればすぐにでも行える。
・邪魔にならないか？
――可動式にすれば導入しやすそうだ。
・いつ行うのか？普段活動している最中に邪魔するのは難しいのでは？
――部室移動の際など機会はうかがえば存在する。
・効果はあるのだろうか？
――イメージとしては効果大。
3 「学校の配布物にエネルギーの説明を載せてもらう」
・読まれやすいものは何だろうか？
――シラバスとか逆評定とか生協のカタログとかがいいのではないだろうか。4月ごろには配布物が多いが、逆に多すぎて読まない冊子は全く読まれない可能性が高いので、注意して選ぶことが必要。
・誰が行うのか？
――三四郎頑張れ。
・内容はどのようなものを乗せるのか？
――読まれるためには簡潔であるほうが良い。そのため、簡潔に説明できればいいのではないだろうか。
・冊子のどのあたりに載せる？
――表紙の裏がいいのではないだろうか。
4 「研究室の研究内容を展示・実験してもらう」
・どのようなものを展示したらよいだろうか。
――研究室が多すぎて、よく分からないが、小さい物なら見せやすそうだ。
・どこに展示しようか？
――KOMCEEやKOMCEE2がいいのではないだろうか。
5 「学校のパソコンの電源を消す」
・電源を入れたり切ったりするのにエネルギーがかかるのではないだろうか？
――時間帯や教室によって、ログアウトかスイッチオフかどちらを優先すべきか調べる必要はある。情報教育棟に関しては第一演習室以外は全部消してもいいと思われる。
・どのように行うのか？
――パソコンの隅っこに「USBを忘れないでください」のステッカーと同じノリでステッカーを貼る。もしくは、すぐにスクリーンが暗くなるようなシステムにしてもらう。
・誰が行うのか？
――情報教育等の人に依頼すればいいのではないだろうか。
・これを行うこと自体に反対はあるだろうか。
――反発する人は少なそう。
6 「募金を集めて、額に応じて何倍か東電に自然エネルギー研究に対し出資させる」
――面白そう！
・何倍くらいが妥当だろうか？
――10～100倍が現実的なのではないだろうか？検討が必要である。
・10～100倍としても規模が小さくないだろうか？
――他大学と連携するといいのではないだろうか。
・誰が行うのか？
――三四郎頑張れ。
・すでに多くのお金が研究につぎ込まれているのではないだろうか？
――現状が大金なら確かに効果はないかもしれない。しかし、需要があることはアピールできる。
・東電はイメージが悪くないだろうか？
――確かに。
・企業だと用途が不明確になってしまうのではないだろうか？
――確かに。情報公開をしっかり行ってくれる団体にしないといけない。
・出資されたお金はどこに行くのか？東大はどうだろうか？
――東大を優遇しすぎな気がする。
